
金
は
溜
め
ず
と
も
、
不
自
由
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
現
在
の

心
境
で
す
。

満
州
・
中
支
（
■
江
作
戦
）
従
軍
記
　 

岩
手
県
　
菊
地
卯
三
　 

―
菊
地
さ
ん
は
、
中
支
軍
の
弾
兵
団
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、

支
那
事
変
前
に
朝
鮮
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

私
は
大
正
四
年
十
一
月
十
日
、
胆
沢
郡
の
現
前
沢
町
古
城
で

生
れ
、
昭
和
十
年
徴
集
兵
で
す
。
甲
種
合
格
に
よ
り
、
昭
和
十

年
十
二
月
十
日
、
朝
鮮
羅
南
の
歩
兵
第
七
十
三
連
隊
に
入
営
し

た
の
で
す
。
当
時
、
宇
垣
軍
縮
の
余
波
で
も
あ
っ
て
か
、
青
年

学
校
卒
業
者
は
、
帰
休
と
い
う
の
か
、
兵
役
期
間
短
縮
と
い
う

の
か
、
昭
和
十
一
年
六
月
に
は
満
期
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で

す
。と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
第
六
中
隊
は
師
団
命
令
に
よ
り
応
急
派

兵
と
い
う
こ
と
で
、
満
州
に
近
い
所
の
茂
山
守
備
隊
に
派
遣
さ

れ
た
の
で
す
。
戦
闘
で
二
、
三
人
負
傷
は
し
た
が
、
敵
情
は
思

っ
た
程
悪
く
は
な
か
っ
た
。

対
手
は
、
金
日
成
軍
と
の
こ
と
、
そ
の
後
、
奥
の
三
長
守
備

隊
を
根
拠
地
と
し
て
、
白
頭
山
の
北
側
の
方
へ
行
っ
た
。
山
の

中
に
天
幕
を
張
っ
て
二
昼
夜
ぐ
ら
い
警
備
し
た
が
何
も
無
く
、

七
月
ま
で
警
備
を
し
て
い
た
が
、
師
団
長
閣
下
が
臨
検
に
来
ら

れ
、
整
列
し
て
こ
れ
を
迎
え
検
閲
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、

師
団
長
一
行
を
四
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
送
っ
た
が
、

朝
鮮
国
境
の
豆
満
江
右
岸
で
、
四
台
が
転
落
し
佐
藤
少
尉
等
四

人
が
死
に
、
我
々
留
守
部
隊
は
急
拠
救
助
に
向
か
っ
た
。
師
団

長
の
車
と
、
護
衛
車
は
大
丈
夫
だ
っ
た
が
、
前
後
の
車
が
落
ち

た
。

死
ん
だ
佐
藤
少
尉
は
初
年
兵
の
時
の
教
官
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
が
事
故
扱
い
か
戦
死
な
の
か
と
心
配
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
警
備
を
終
了
、
七
月
末
頃
羅
南
へ
原
隊
復
帰

し
た
の
で
す
。

応
急
派
兵
任
務
を
終
え
た
第
六
中
隊
の
、
我
々
同
年
兵
は
今

度
こ
そ
満
期
除
隊
と
喜
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
五
人
の

伍
長
勤
務
上
等
兵
は
引
続
き
臨
時
召
集
、
伍
長
任
官
と
な
り
内

地
帰
還
は
ま
た
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
当
時
（
昭
和
十
二
年
ま
で
）
朝
鮮
の
入
営
は
一
年
二
期
、



十
二
月
と
翌
年
六
月
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
十
二
月
十

日
に
初
年
兵
が
入
営
し
、
そ
の
教
育
助
教
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
十

二
年
七
月
に
は
、
支
那
事
変
勃
発
な
ど
あ
り
、
支
那
、
満
州
へ

下
士
官
が
派
遣
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
我
々
仲
間
は
、
故
郷
へ
帰

り
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、「
我
々
は
力
の
あ
る
限
り
や
ろ
う
」

と
決
心
し
、
三
ヵ
月
の
初
年
兵
教
育
を
終
え
、
四
月
二
十
日
頃
、

よ
う
や
く
召
集
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

朝
鮮
羅
南
の
営
門
か
ら
、
直
接
帰
郷
す
る
わ
け
で
す
。
軍
服

や
靴
な
ど
官
物
一
切
は
隊
へ
置
い
て
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
極
端

に
い
う
と
、
私
は
褌
一
丁
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

辺
は
う
ま
く
出
来
て
い
て
、
満
期
前
に
隊
に
出
入
り
の
業
者
が

注
文
に
応
じ
て
そ
ろ
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
満
期

服
（
私
物
の
軍
服
）
を
着
て
、
ト
ラ
ン
ク
を
持
っ
て
営
門
を
出

て
、
五
人
一
緒
に
東
京
に
着
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
帰
り
ま

し
た
。
私
が
除
隊
し
た
昭
和
十
三
年
か
ら
、
朝
鮮
は
一
期
入
営
と
な

る
し
、
階
級
も
、
持
務
曹
長
が
准
尉
に
、
伍
長
と
上
等
兵
の
間

に
兵
長
が
出
来
た
。
い
ろ
い
ろ
世
界
や
、
日
本
の
情
勢
が
変
化

し
は
じ
め
た
時
で
、
我
等
の
初
年
兵
の
時
、
昭
和
十
一
年
二
月

二
十
六
日
、
あ
の
「
二
・
二
六
事
件
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

話
は
、
そ
の
日
の
朝
で
し
た
か
、
講
堂
で
聞
か
さ
れ
た
。

私
が
除
隊
前
、
停
車
場
司
令
部
に
い
た
時
、
朝
鮮
か
ら
支
那

へ
、
あ
る
い
は
内
地
か
ら
支
那
へ
派
遣
さ
れ
た
私
の
軍
の
輸
送

警
備
の
た
め
か
、
支
那
事
変
に
関
係
し
た
た
め
か
、「
支
那
事

変
論
功
行
賞
」
で
、
賜
金
八
十
円
と
従
軍
徽
章
、
赤
十
字
徽
章

を
頂
い
た
。
し
か
し
勲
章
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
除
隊
後
は
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
、
大
東
亜
戦
争
で
の
召

集
は
何
時
頃
で
し
た
か
。

家
に
帰
っ
て
農
業
を
や
っ
て
い
た
が
、
青
年
学
校
や
在
郷
軍

人
会
な
ど
に
出
た
り
し
て
い
て
、
特
に
青
年
学
校
の
先
輩
で
あ

り
下
士
官
だ
っ
た
た
め
か
、
軍
隊
時
代
の
話
を
さ
せ
ら
れ
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
大
戦
も
だ
ん
だ
ん
激
し
く
な
り
軍
国

主
義
と
い
う
か
、
内
地
も
非
常
時
と
い
う
こ
と
で
、
青
年
学
校

の
指
導
員
を
村
長
か
ら
命
ぜ
ら
れ
、
若
い
人
た
ち
の
軍
事
教
練

な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
当
時
、
測
量
な
ど
の
地
方
技
術

員
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
八
年
に
な
っ
て
か
ら
は
青
年
学
校

専
任
指
導
員
と
な
り
、
同
十
九
年
の
召
集
ま
で
勤
務
し
て
い
た

の
で
す
。



そ
れ
で
は
召
集
に
な
っ
て
か
ら
の
話
を
し
ま
す
が
、
除
隊
後

七
年
目
に
初
め
て
召
集
令
状
が
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
忘
れ
も
し

な
い
「
十
九
年
七
月
十
一
日
、
歩
兵
第
一
三
一
連
隊
（
弘
前
の

東
部
第
五
十
七
部
隊
内
）
に
入
隊
す
べ
し
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。そ
の
頃
は
、
ま
だ
東
條
内
閣
の
時
で
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
が
連

合
軍
に
や
ら
れ
て
い
る
時
期
で
す
。

昭
和
十
九
年
七
月
十
五
日
、

第
四
十
七
師
団
（
弾
兵
団
）
の
動
員
が
完
結
し
た
の
で
す
。
師

団
長
は
渡
辺
洋
中
将
で
、
我
が
連
隊
は
営
庭
に
整
列
し
て
軍
装

検
査
を
行
っ
て
、
直
ち
に
出
陣
式
と
な
っ
た
の
で
す
。

歩
兵
第
一
三
一
連
隊
長
、
陸
軍
大
佐
重
広
三
馬
、
第
二
大
隊

長
乗
上
喜
一
郎
大
尉
、
第
七
中
隊
長
前
沢
吉
次
中
尉
。
こ
の
方

々
が
我
々
の
直
属
上
官
で
す
。
私
は
第
三
小
隊
長
沢
田
寿
之
少

尉
の
も
と
第
一
分
隊
長
を
拝
命
し
た
の
で
す
。

連
隊
は
甲
装
備
で
、
三
、
八
五
〇
名
、
出
身
地
は
青
森
、
岩

手
、
秋
田
、
山
形
県
の
弘
前
師
団
（
第
八
師
団
）
管
区
と
群
馬
、

長
野
で
、
兵
隊
は
現
役
兵
、
現
役
延
期
、
除
隊
直
後
の
者
が
大

部
分
と
い
う
、
若
手
の
多
い
精
鋭
兵
団
で
し
た
。

私
は
そ
の
時
、
二
十
八
歳
と
な
っ
て
い
た
が
、「
よ
う
し
、

若
い
兵
隊
に
負
け
な
い
で
頑
張
っ
て
い
く
ぞ
」
と
、
も
う
想
い

は
戦
場
に
馳
せ
て
い
た
。
機
密
秘
匿
の
出
陣
で
し
た
が
、
夜
の

十
二
時
頃
、
弘
前
駅
広
場
は
見
送
り
の
人
で
黒
山
の
如
く
で
し

た
。
そ
の
人
達
は
や
は
り
近
親
者
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
別
れ

の
言
葉
、
励
ま
し
の
声
、
制
止
も
出
来
ぬ
状
態
で
し
た
。
私
も
、

何
処
へ
行
く
の
か
判
ら
な
い
し
、
こ
れ
が
家
族
と
の
永
遠
の
別

れ
と
思
い
、
勇
躍
征
途
に
つ
く
、
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
が

見
納
め
か
と
の
悲
壮
感
も
あ
り
、
今
思
え
ば
複
雑
な
心
境
で
し

た
。と
こ
ろ
が
、
列
車
は
翌
朝
、
八
戸
駅
手
前
の
仮
停
車
場
で
止

ま
り
「
下
車
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
は
八
戸
湾
の
西
南
海

岸
の
北
沼
と
呼
ぶ
砂
浜
地
帯
で
す
。
そ
こ
に
駐
屯
、
幕
舎
生
活

を
す
る
の
だ
と
い
う
の
で
す
が
、
何
故
こ
ん
な
砂
浜
で
と
、
私

ば
か
り
で
は
な
く
、
皆
思
っ
た
で
し
ょ
う
。

第
四
十
七
師
団
は
、
南
方
行
き
の
予
定
で
、
海
上
機
動
兵
団

な
の
で
す
。
南
方
諸
島
は
連
合
軍
に
占
領
さ
れ
、
日
本
軍
は
だ

ん
だ
ん
と
後
退
し
て
い
る
時
で
す
。
敵
が
上
陸
し
た
所
に
逆
上

陸
し
て
、
敵
を
殲
滅
す
る
の
が
海
上
機
動
兵
団
の
役
目
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
我
々
の
弘
前
編
成
師
団
の
大
部
分
は
、
海
で
な
く



土
に
親
し
ん
だ
農
山
村
出
身
者
で
勝
手
が
違
う
。
い
く
ら
、
大

本
営
直
轄
兵
団
だ
と
い
っ
て
も
訓
練
に
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
も

事
実
で
し
た
。

そ
の
う
ち
に
、
七
月
下
旬
の
こ
と
雨
降
り
続
き
で
砂
浜
の
上

で
の
幕
舎
生
活
は
困
難
と
な
り
、
八
戸
の
国
民
学
校
に
各
大
隊

ご
と
に
夜
営
す
る
こ
と
に
な
る
。
学
校
は
港
の
町
の
高
台
に
あ

っ
て
、
八
戸
湾
を
眼
下
に
見
下
せ
る
眺
望
の
素
晴
ら
し
い
所
だ

っ
た
が
、
海
上
機
動
隊
の
訓
練
は
敵
前
上
陸
が
主
で
あ
っ
た
。

漁
船
に
乗
り
、
大
発
に
移
る
、
さ
ら
に
小
発
に
移
乗
し
て
、
一

挙
に
砂
浜
に
突
っ
込
む
。
装
備
は
革
製
品
で
な
く
、
水
に
入
っ

て
も
大
丈
夫
な
も
の
、
上
陸
す
る
時
は
銃
を
上
へ
挙
げ
て
水
の

中
を
進
む
、
と
い
っ
た
訓
練
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
訓
練
は
七
月
下
旬
に
中
止
、
今
度
は
海
の
訓

練
が
山
の
訓
練
に
変
わ
っ
た
。
場
所
は
蒼
前
平
と
称
す
る
広
大

な
、
し
か
も
起
伏
の
多
い
原
野
で
あ
る
。
多
少
の
山
村
も
あ
る

が
、
そ
こ
で
連
日
、
個
人
壕
の
タ
コ
壼
掘
り
、
偽
装
訓
練
、
夜

襲
演
習
と
、
猛
烈
な
演
練
の
積
み
上
げ
で
あ
っ
た
。
広
重
連
隊

長
作
詞
の
連
隊
歌
の
一
節
に

「
鳴
く
な
か
も
め
よ
今
我
は
　
降
魔
の
剣
腰
に
佩
き

玉
と
砕
け
ん
心
意
気
　
軍
旗
の
許
に
我
れ
征
か
ん
」

と
い
う
の
が
あ
る
。

我
々
は
新
し
い
軍
旗
を
陛
下
よ
り
拝
受
し
、

こ
の
軍
旗
の
も
と
で
命
を
捧
げ
る
。
い
や
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
と
思
い
つ
つ
、
苦
し
い
訓
練
に
部
下
共
々
励
ん
だ
の

で
す
。
我
々
は
海
上
機
動
兵
団
と
し
て
日
々
の
演
習
に
精
を
出
し
、

出
動
は
何
日
か
、
行
先
は
何
処
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
十
一
月

半
ば
、
突
如
海
上
機
動
は
解
除
し
、
中
支
行
き
と
な
っ
た
。
何

故
か
、
後
で
の
憶
測
で
す
が
、
東
條
内
閣
は
小
磯
内
閣
に
代
り
、

戦
況
も
、
大
本
営
の
方
針
も
、
政
府
の
方
針
も
、
本
土
周
辺
と

中
国
、
満
州
に
戦
線
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

と
い
う
こ
と
で
し
よ
う
。

今
ま
で
持
っ
て
い
た
九
九
式
の
兵
器
は
全
部
八
戸
に
残
し
、

丸
腰
で
下
関
へ
行
っ
て
兵
器
を
受
領
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
三
八

式
歩
兵
銃
、
十
一
年
式
軽
機
関
銃
と
い
う
、
い
わ
ば
旧
式
の
兵

器
で
、
格
納
油
（
グ
リ
ス
）
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
。
し
か
も
、
試
射
は
船
上
で
や
れ
と
い
う
。

十
一
月
二
十
日
、
八
戸
を
出
発
し
て
か
ら
、
下
関
で
乗
船
、

釜
山
、
朝
鮮
、
満
州
、
山
海
関
を
経
由
し
て
、
十
二
月
揚
子
江



岸
の
漢
口
へ
到
着
し
た
の
で
す
。
そ
の
間
兵
器
の
試
射
を
し
た

の
で
す
が
、
海
へ
向
け
て
射
つ
の
だ
か
ら
観
測
し
て
も
弾
着
は

不
明
、
た
だ
弾
が
出
る
と
い
う
だ
け
の
心
細
い
も
の
で
し
た
。

弾
兵
団
は
漢
口
で
中
支
派
遣
の
戦
務
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
直
後
、
Ｂ29

爆
撃
機
の
延
一
五
〇
機
と
い
う

漢
口
大
空
襲
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
日
本
軍
の
航
空
機
は
ほ
と

ん
ど
無
く
、
超
高
度
の
Ｂ29

に
は
高
射
砲
弾
は
届
か
な
い
。
中

空
で
炸
裂
す
る
だ
け
、
ま
っ
た
く
敵
の
な
す
が
ま
ま
。
見
る
間

に
停
車
場
司
令
部
は
飛
ば
さ
れ
、
渡
河
作
業
の
工
兵
隊
の
装
備

は
火
炎
の
中
、
隊
長
以
下
数
名
の
戦
死
を
出
し
た
。
我
々
歩
兵

は
辛
う
じ
て
タ
コ
壼
の
お
陰
で
無
事
で
あ
っ
た
。
同
日
、
漢
口

か
ら
揚
子
江
渡
河
、
対
岸
の
武
昌
に
移
動
し
て
宝
通
寺
に
集
結

し
ま
し
た
。

―
漢
口
、
武
昌
の
空
襲
は
物
凄
く
、
市
街
地
全
滅
だ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
上
陸
早
々
で
随
分
驚
い
た
こ
と
で
し

よ
う
。
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
■
江
作
戦
に
出
発
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
作
戦
地
ま
で
の
空
襲
は
如
何
で
し
た
か
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
武
昌
出
発
、
米
軍
機
の
銃
爆

撃
が
は
げ
し
い
の
で
、
岳
州
か
ら
は
列
車
で
な
く
行
軍
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
岳
州
出
発
は
、
昭
和
二
十
年
一
月
一
日
〇

時
で
す
。
昼
間
行
軍
は
無
理
で
す
か
ら
、
い
よ
い
よ
夜
間
行
軍

で
す
。
他
の
二
個
連
隊
は
ま
だ
到
着
し
な
い
の
で
、
我
々
の
第

一
三
一
連
隊
だ
け
が
先
行
し
た
の
で
す
。
長
沙
、
湘
潭
、
湘
郷
、

永
豊
へ
と
進
ん
だ
の
で
す
。
そ
こ
に
は
約
二
ヵ
月
間
駐
屯
し
、

そ
の
間
訓
練
を
し
て
い
て
、
三
月
三
日
頃
で
し
た
か
、
作
戦
行

動
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。
■
江
作
戦
と
も
、
湘
西
作
戦
と
も

い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
我
々
は
「
重
慶
作
戦
」
と
い
わ
れ

て
い
て
、
い
よ
い
よ
、
■
介
石
政
権
の
首
都
、
四
川
省
の
重
慶

を
陥
落
さ
せ
る
の
か
と
、
身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
と
、
不
安
、

困
難
さ
を
感
じ
て
い
た
。

作
戦
開
始
後
の
行
軍
で
は
、
Ｂ25

爆
撃
機
、
Ｐ51

戦
闘
機
が

低
空
で
攻
撃
し
て
来
る
。
操
縦
士
の
顔
が
見
え
る
く
ら
い
低
く

突
っ
込
ん
で
来
る
。
落
下
傘
爆
撃
と
か
、
時
限
爆
弾
と
か
で
の

犠
牲
も
あ
る
し
、
機
銃
掃
射
で
は
弾
が
当
れ
ば
出
血
多
量
で
死

ぬ
。空
襲
も
あ
る
戦
場
と
は
い
え
、
湖
南
省
は
、
山
の
緑
、
水
も

清
く
、
田
畑
も
あ
り
、
木
造
の
部
落
も
あ
る
。
私
た
ち
故
郷
の

農
村
と
同
じ
よ
う
で
心
安
ま
る
思
い
は
あ
っ
た
。
し
か
も
二
月



～
三
月
と
い
う
の
に
、
シ
ャ
ツ
一
枚
の
上
衣
だ
け
で
過
せ
る
暖

か
さ
は
、
我
々
北
国
の
者
に
と
っ
て
は
想
像
も
つ
か
な
い
。
戦

に
向
か
う
我
々
に
と
っ
て
こ
の
一
時
は
、
想
い
は
知
ら
ず
知
ら

ず
に
東
北
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

永
豊
を
出
て
か
ら
、
山
ま
た
山
の
山
嶽
戦
に
ひ
と
し
い
激
戦

が
続
け
ら
れ
て
、
洋
渓
に
突
入
し
た
の
は
、
四
月
二
十
八
日
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
第
四
十
七
師
団
の
後
続
連
隊

は
来
ず
、
我
々
の
第
一
三
一
連
隊
だ
け
で
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

【
解

説
】

公
刊
戦
史
に
よ
る
と
、
第
二
大
隊
は
四
月
二
十
日
朝
、
竜
渓

舗
を
出
発
、
西
進
を
開
始
、
陣
地
を
占
領
中
の
一
個
連
（
中
隊
）

の
重
慶
軍
を
夜
襲
に
よ
り
奪
取
し
た
が
、
重
慶
軍
は
逐
次
兵
力

を
増
加
し
、
約
一
個
団
（
連
隊
）
に
達
し
両
国
対
峙
状
態
と
な

っ
た
。
第
三
大
隊
に
対
し
重
慶
軍
は
迫
撃
砲
、
重
軽
機
関
銃
を
ス
コ

ー
ル
の
よ
う
に
浴
び
せ
て
来
た
。
弾
薬
は
驚
く
ほ
ど
豊
富
で
、

連
続
集
中
攻
撃
に
よ
り
付
近
の
高
地
は
焼
野
原
と
な
り
、
重
慶

軍
は
勇
敢
に
突
撃
を
反
復
し
、
戦
闘
は
極
め
て
激
烈
で
、
わ
が

方
の
損
害
は
続
出
し
た
。

二
十
一
日
、
昼
間
攻
撃
に
よ
り
逐
次
重
慶
軍
を
撃
退
、
さ
ら

に
夜
襲
に
よ
り
桃
林
東
方
高
地
を
奪
取
し
て
二
十
二
日
朝
ま
で

確
保
、
午
後
第
一
大
隊
と
交
替
し
た
。
第
二
大
隊
は
当
面
の
重

慶
軍
兵
力
は
優
勢
で
あ
っ
て
、
抵
抗
頑
強
で
あ
る
か
ら
支
隊
主

方
面
に
転
進
し
た
。
第
二
大
隊
は
第
一
線
後
方
に
進
出
し
た
重

慶
軍
を
撃
破
し
つ
つ
、
二
十
五
日
朝
桃
林
付
近
に
進
出
し
た
。

第
一
大
隊
は
二
十
四
日
夜
牛
塞
高
地
の
重
慶
軍
を
攻
撃
し
、

二
十
五
日
朝
、
そ
の
最
高
峰
を
奪
取
、
引
続
き
戦
果
を
拡
大
し

た
。そ
の
後
各
大
隊
の
戦
闘
状
況
を
記
し
て
あ
る
が
、
二
十
八
日

未
明
第
三
大
隊
は
洋
渓
市
に
突
入
。
夜
洋
渓
北
西
台
地
確
保

…
…
重
慶
軍
は
例
の
如
く
ス
コ
ー
ル
射
撃
を
集
中
、
迫
撃
砲
陣

地
は
洋
渓
北
方
二
キ
ロ
二
七
〇
高
地
付
近
に
あ
り
、
わ
が
方
の

一
発
の
射
撃
に
対
し
て
も
忽
ち
正
確
迅
速
な
返
礼
集
中
射
撃
が

来
た
。
射
撃
指
揮
の
米
軍
将
校
が
認
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
方
は
昼
間
は
沈
黙
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
夜
に
な

る
と
各
中
隊
は
当
面
の
重
慶
軍
に
対
し
挺
進
斬
り
込
み
を
実
施

し
た
。



二
十
九
日
の
洋
渓
付
近
集
結
地
に
対
す
る
米
機
の
攻
撃
は
凄

ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
天
高
い
所
は
米
機
の
銃
爆
撃
に
よ
り

明
け
暮
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
後
日
は
、
日
の
出
か
ら

日
没
ま
で
視
界
の
利
く
日
は
毎
日
空
襲
が
続
け
ら
れ
た
。

―
公
刊
戦
史
に
は
毎
日
を
細
か
く
、
大
隊
ご
と
に
記
し
て
あ

り
ま
す
が
、
戦
闘
の
中
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
隊
員
に

は
判
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
体
験
し
た
戦
闘

状
況
を
お
話
下
さ
い
。

洋
渓
を
確
保
し
て
五
月
に
入
り
北
東
の
小
波
頭
の
反
撃
が
強

く
な
り
、
第
二
大
隊
が
「
十
八
日
夜
襲
攻
撃
を
も
っ
て
撃
破
せ

よ
」
と
の
命
令
を
受
け
て
こ
れ
を
決
行
、
占
領
し
て
、
連
隊
の

進
出
を
有
利
に
し
た
の
で
す
。

こ
の
夜
襲
が
成
功
し
、
東
の
空
が
明
る
さ
を
増
し
た
頃
「
分

隊
長
、
伊
勢
田
上
等
兵
が
ま
い
っ
た
ー
」「
な
に
ー
」
と
私
は

叫
ん
だ
。
非
常
に
真
面
目
な
上
等
兵
で
、
分
隊
の
先
頭
に
立
っ

て
後
輩
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
古
兵
で
あ
り
、
生
死
を
共
に

す
る
戦
友
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。「
伊
勢
田
、
伊
勢
田
」
と
叫

ん
で
も
声
が
な
い
、
頭
部
直
撃
で
し
た
。
愛
妻
の
写
真
を
胸
に

お
さ
め
て
、
時
折
一
人
で
な
が
め
て
い
る
時
も
あ
っ
た
。
私
は

涙
が
止
め
ど
な
く
流
れ
て
、
遺
品
と
片
腕
を
切
っ
て
大
隊
本
部

で
処
置
し
て
も
ら
い
、
遺
体
は
台
地
に
埋
葬
し
た
が
、
今
で
も

只
々
ご
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
青
森
県
の
出
身
者
で
す
。
第

二
分
隊
か
ら
の
交
代
兵
で
す
が
、
わ
が
分
隊
兵
で
す
か
ら
特
に

心
が
痛
ん
で
、
遺
族
の
方
は
今
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
思
い
ま

す
。こ
の
作
戦
中
、
ド
ラ
ム
缶
爆
弾
を
落
と
さ
れ
山
は
焼
か
れ
、

隠
れ
場
所
が
無
い
。
洋
渓
で
の
一
週
間
は
、
火
や
煙
を
出
せ
ば
、

空
か
ら
も
山
か
ら
も
猛
撃
を
受
け
る
の
で
米
は
炊
け
ず
、
い
り

米
だ
け
で
過
ご
し
た
。
ま
た
弾
薬
も
尽
き
て
し
ま
っ
て
、
攻
め

ら
れ
て
も
射
つ
弾
が
多
く
な
い
。
敵
は
尽
き
る
こ
と
も
な
く
射

っ
て
来
る
。

師
団
司
令
部
に
よ
う
や
く
連
絡
が
つ
き
、
飛
行
機
で
補
給
し

て
く
れ
た
。
旧
式
飛
行
機
だ
ろ
う
か
ら
、
米
軍
機
が
来
や
し
な

い
か
、
早
く
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
ま
し

た
。連
隊
長
は
玉
砕
を
覚
悟
し
た
ら
し
い
が
、
大
隊
長
が
こ
れ
を

止
め
、
先
に
申
し
た
小
波
頭
を
攻
撃
、
第
二
大
隊
が
敵
を
押
え
、

連
隊
の
撤
退
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。



六
月
に
入
り
師
団
司
令
部
は
「
洋
渓
を
撤
退
し
、
湘
潭
に
集

結
せ
よ
」
と
命
令
し
、
我
々
は
退
っ
た
。
我
々
の
四
ヵ
月
間
の

山
岳
戦
は
、
奥
羽
山
脈
の
よ
う
な
山
地
を
、
歩
兵
砲
な
ど
は
分

解
搬
送
で
山
越
え
し
た
こ
と
も
あ
り
、
困
苦
欠
乏
に
耐
え
抜
い

て
奮
戦
し
た
。
こ
の
湘
西
作
戦
も
、
六
月
十
日
、
湘
潭
集
結
と

と
も
に
終
了
の
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
師
団
命
令
に
よ
り
、
湘
潭
を
出
発
、
済
南
に
向
か

っ
て
北
上
し
て
、
岳
州
に
到
着
し
た
の
が
八
月
十
五
日
。
同
時

に
終
戦
の
伝
達
を
受
け
た
の
で
す
。

中
隊
長
の
指
示
に
よ
っ
て
、
幕
舎
後
方
の
谷
間
に
分
隊
長
以

上
が
集
合
し
た
。「
無
条
件
降
伏
」「
何
、
降
伏
だ
と
」
中
隊
長

の
伝
達
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
我
々
皆
地
べ
た
に
う
ず
く
ま

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
中
隊
長
は
「
現
任
務
続
行
中
で
あ
る
」
と

言
っ
た
。

―
そ
の
時
の
心
境
は
、
私
も
体
験
し
て
い
る
の
で
充
分
判
り

ま
す
が
、
そ
の
時
の
菊
地
さ
ん
の
気
持
ち
と
、
復
員
ま
で

の
状
況
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

支
那
の
第
一
線
の
中
支
の
奥
地
ま
で
、
心
を
無
に
し
て
奮
戦

し
た
目
的
も
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
、
何
の
為
だ
っ
た
の
か
。
あ

ら
ゆ
る
困
難
と
戦
い
華
々
し
く
戦
死
し
た
戦
友
を
思
い
、
無
念

や
る
方
な
い
思
い
で
一
杯
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
終
戦
を
知
ら

さ
れ
た
時
、
誰
一
人
と
し
て
話
を
す
る
者
は
な
い
谷
間
で
の
終

戦
伝
達
の
模
様
で
し
た
。

八
月
二
十
三
日
、
歩
兵
第
一
三
一
連
隊
の
軍
旗
は
湖
北
省
黄

坡
県
花
石
橋
と
い
う
所
で
、
奉
焼
さ
れ
ま
し
た
。
旗
手
は
秋
田

正
少
尉
で
し
た
。
宮
中
で
拝
受
し
て
か
ら
一
年
二
ヵ
月
に
な
ら

な
い
の
だ
か
ら
、
皆
感
泣
し
て
、
言
語
に
絶
す
る
も
の
あ
り
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

九
月
に
な
つ
て
岳
州
、
漢
口
、
徐
州
、
済
南
と
北
上
し
た
が
、

そ
の
後
、
支
那
■
介
石
軍
か
ら
、
山
東
省
徳
県
付
近
の
治
安
確

保
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
り
ま
し
て
、
在
留
邦

人
の
保
護
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
う
の
で
そ
の
任
務
に
つ
き
ま

し
た
。
昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
、
済
南
西
方
の
萬
城
で
、
第

一
大
隊
は
共
産
八
路
軍
の
包
囲
攻
撃
を
受
け
多
数
の
犠
牲
者
を

出
し
ま
し
た
。
そ
の
救
援
の
た
め
、
急
遽
、
徳
県
を
出
動
し
、

二
月
三
日
禹
城
に
到
着
し
た
が
戦
闘
は
終
わ
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
、
終
戦
後
■
介
石
国
民
政
府
軍
と
中
共
八
路
軍
と
の
戦



い
に
巻
き
込
ま
れ
、
戦
死
傷
者
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
悔
や

ま
れ
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
五
日
、

連
隊
長
は
済
南
集
中
営（
収

容
所
）
の
庭
に
全
員
を
集
合
さ
せ
、
決
別
の
挨
拶
と
復
員
後
の

我
々
に
対
す
る
諸
注
意
等
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
文
が

手
許
に
あ
り
ま
す
の
で
、
一
部
を
読
ん
で
み
ま
す
。

〔
諸
子
が
毎
日
、
毎
日
、
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
済
南
出
発
が

遂
に
訪
れ
て
来
た
。
諸
子
の
悦
び
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。
八

戸
出
発
以
来
一
年
有
半
の
思
い
出
は
余
り
に
も
悲
惨
で
あ
り
、

無
惨
で
あ
り
、
残
酷
で
あ
っ
た
。
■
江
の
渡
河
、
洋
渓
付
近
の

戦
闘
で
、
わ
け
て
も
連
続
連
夜
の
夜
行
軍
は
如
何
に
辛
か
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
、

自
分
は
静
か
に
瞑
目
し
て
当
時
の
こ
と
を
回
想
す
る
と
、

神
々
し
い
諸
子
の
姿
が
涯
し
も
な
く
浮
か
ん
で
き
て
「
克
く
や

っ
て
呉
れ
た
」
と
い
う
感
激
の
念
で
一
杯
で
あ
る
。

然
も
多
く
の
者
と
別
れ
て
二
度
と
会
う
機
会
も
な
く
、
実
に

生
別
即
死
別
で
あ
る
か
と
思
え
ば
、
決
別
の
情
禁
じ
難
き
も
の

が
あ
る
。

郷
里
に
帰
っ
て
野
良
仕
事
の
傍
ら
、
田
の
畔
に
腰
を
下
し
て

一
服
や
る
時
が
あ
っ
た
ら
、
忘
れ
ん
と
し
て
忘
れ
得
ざ
る
思
い

出
の
「
湖
南
小
唄
」
を
口
ず
さ
ん
で
、
諸
子
の
上
官
を
偲
び
、

重
広
支
隊
を
思
い
出
し
て
呉
れ
、
そ
の
時
は
恐
ら
く
自
分
も
故

郷
で
一
人
淋
し
く
東
北
の
空
を
仰
い
で
懐
か
し
き
諸
子
の
姿
を

瞼
に
浮
か
べ
、
遥
か
南
の
彼
方
を
望
ん
で
湖
南
の
春
を
偲
ん
で

い
る
で
あ
ろ
う
。

出
征
以
来
杳
と
し
て
便
り
も
な
く
、
来
る
日
、
来
る
日
を
不

安
と
焦
燥
の
中
に
送
り
、
薄
暗
い
電
灯
の
下
、
囲
炉
裏
を
囲
ん

で
只
管
諸
子
の
年
老
い
た
る
親
御
、
う
ら
若
い
妻
女
、
幼
い
子

供
等
が
こ
の
復
員
の
■
を
聞
い
た
時
、
そ
の
悦
は
如
何
ば
か
り

で
あ
ろ
う
か
。

然
る
に
毎
日
、
毎
日
寒
空
に
晒
さ
れ
、
門
口
に
待
ち
佗
び
し

甲
斐
も
な
く
帰
っ
て
来
た
我
が
子
、
我
が
夫
は
、
変
わ
り
果
て

た
白
い
小
箱
で
あ
っ
た
時
、
そ
れ
は
又
何
と
い
う
悲
し
い
復
員

で
あ
ろ
う
。
自
分
は
今
、
此
の
悲
惨
な
状
況
を
頭
に
描
い
て
心

の
瞼
を
し
ば
た
い
て
い
る
。
諸
子
も
亦
此
の
亡
き
戦
友
の
遺
族

に
対
し
、
心
か
ら
の
同
情
を
捧
ぐ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。こ
こ
に
合
掌
し
て
亡
き
戦
友
の
冥
福
を
祈
る
と
共
に
、
諸
子



の
健
闘
を
行
く
末
永
い
前
途
の
幸
福
を
念
願
し
て
決
別
の
辞
と

す
る
。さ
ら
ば
諸
子
よ
　
出
発
だ
　
出
発
だ

復
員
の
鐘
が
鳴
る
　
否
復
興
の
鐘
が
鳴
る

親
愛
な
る
諸
子
よ
、
御
機
嫌
よ
う
　
諸
子
及
び
諸
子
の
家
族

と
共
に
一
路
平
安
を
祈
る

昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
五
日
〕

こ
の
連
隊
長
の
決
別
の
話
は
静
か
で
は
あ
る
が
落
ち
付
い
て

は
っ
き
り
と
伝
わ
っ
て
来
た
感
じ
で
、
あ
の
時
の
重
広
連
隊
長

の
眼
は
慈
父
の
眼
の
よ
う
で
し
た
。
そ
の
時
の
連
隊
で
生
き
残

っ
た
人
は
約
九
〇
〇
人
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

四
月
に
な
っ
て
青
島
に
向
か
っ
て
済
南
を
出
発
、
青
島
港
か

ら
米
軍
の
上
陸
用
舟
艇
に
乗
り
、
四
月
二
十
日
に
佐
世
保
に
上

陸
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
つ
く
づ
く
、「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」

の
詩
を
実
感
し
ま
し
た
。

〔
聴
取
に
際
し
、
菊
地
卯
三
の
戦
友
（
第
五
中
隊
）
小
野
寺

秀
雄
氏
の
助
言
が
あ
り
、
感
謝
し
ま
す
〕

軍
医
敗
戦
記
　 

東
京
都
　
山
崎
義
郎
　 

―
最
初
に
簡
単
な
軍
歴
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

昭
和
十
六
年
十
月
六
日
に
、
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
に
軍
医
予

備
員
教
育
の
た
め
衛
生
上
等
兵
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。

普
通
の
兵
科
と
異
な
り
軍
医
に
な
る
た
め
の
予
備
教
育
な
の

で
、
い
わ
ゆ
る
内
務
班
教
育
と
い
う
も
の
は
な
く
、
従
っ
て
往

復
ピ
ン
タ
と
か
鶯
の
谷
渡
り
と
か
は
味
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
習
う
こ
と
も
学
校
で
習
っ
た
こ
と
の
復
習
の
よ
う
な
も

の
で
、
後
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
兵
科
の
初
年
兵
教
育
と
は

雲
泥
の
相
違
で
し
た
。

教
育
期
間
も
約
一
ヵ
月
と
い
う
こ
と
で
気
分
的
に
も
楽
で
し

た
。
前
期
が
隊
内
教
育
で
、
後
期
は
世
田
谷
の
第
一
陸
軍
病
院

内
の
実
地
教
育
で
し
た
。

当
時
、
日
米
間
に
暗
雲
が
垂
れ
こ
め
一
触
即
発
の
情
勢
で
し

た
。
下
手
を
す
る
と
除
隊
、
即
日
召
集
と
い
う
事
態
に
な
る
か




